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ホテル日の出岬からのお知らせ

ホテル日の出岬は町民の皆さまの大切な財産です。
ぜひ、ご利用をお待ちしています。ホテルに対するご意見、
ご要望がありましたら、何なりとご連絡ください。

　　  オホーツク温泉ホテル日の出岬
☎0158 ‐ 85 ‐ 2626

 法要の折詰めがリニューアル

 あの人気メニューが復活

 テレビで紹介されます

 朝風呂営業中

 レストラン「藍」8 月のおすすめ　（すべて税込み）

すた丼
1,380 円

冷やしレモンラーメン
1,000 円

鶏肉と茄子の南蛮味噌炒め
1,280 円

　ご法要は各宗派に対応しますので、お気軽にご相談ください。

　皆さまのご要望にお応えしまして、「台湾焼きそば（税込 1,080
円）」がグランドメニューに復活します。

　テレビ北海道けいざいナビから、バリアフリー旅行をテーマに貸
切展望温泉とユニバーサル客室の取材を受けました。ぜひご覧くだ
さい。
放映日　8 月 8 日㈯　11：30 ～（地上波デジタル 7 チャンネル）

　日時　8 月 31 日㈪まで　7：00 ～ 8：00（受付は 7：30 まで）

一の段
・揚げ物 5 種
・焼き物 6 種
・炒め物 1 種
・酢の物 1 種
・甘味１種

二の段
・食事 3 種
・お造り 5 種
・前菜 3 種
・炊き合わせ 4 種
・外付け 2 種

法要二段折詰め　税別8,000円

 1 日 5 食限定　（税込み）
販売期間　8 月 20 日㈭まで

日の出の夏パフェ　600 円

今回は、離婚に関するお金の問題
についてお話したいと思います。

　離婚の際に問題となるお金の問題は
大きく分けて４つあります。その４つ
とは、婚姻費用、養育費、財産分与、
離婚慰謝料です。
　夫婦は婚姻期間中、お互いに生活費
などを分担する義務があります。その
ため、別居した際に収入が多い方から
少ない方へ生活費相当額の婚姻費用を
分担させるのが婚姻費用の分担の話で
す。養育費や財産分与は説明するまで
もないと思いますが、養育費は子ど
もの養育の費用を分担させるものであ
り、財産分与は婚姻期間中の夫婦の財
産を清算するものです。
　離婚慰謝料は、婚姻関係を破綻させ
た者に対して、その精神的苦痛などに
対する損害賠償です。離婚慰謝料は、
基本的に不法行為による損害賠償で
す。そのため、離婚する場合に必ず支
払われるものではありません。賠償が
認められる代表的なケースは、不貞行

為があった場合です。離婚原因として
性格の不一致が多いと思いますが、性
格の不一致の場合は、慰謝料請求が
認められることは多くないと思われま
す。
　離婚を決意した際には、離婚したあ
との生活のことを考えなければなりま
せん。特にお子さんがいる場合の生活
費のことなどは、しっかりと考える必
要があります。そのため、離婚を決意
し別居を開始した際には、まず婚姻費
用の分担を求めることをお勧めしま
す。養育費の金額の算定もそうですが、
基本的に婚姻費用の分担は、お互いの
年収によって分担額を算定します。そ
のため、前年度の源泉徴収票や所得証
明書などの書類が必要になります。
　そして、婚姻費用や養育費は、実務
上請求したときから支払われるものと
されていますので、早めに婚姻費用や
養育費を求める意思表示を証拠が残る
ように相手に伝える必要があります。
　まず婚姻費用の分担を求めて、その

あとに離婚について協議し、その中で
財産分与についての話をします。
　財産分与については、婚姻期間中に
形成された財産に対する寄与の割合は
２分の１ずつとするのが原則です。
　また、婚姻期間中に夫婦生活のため
に行った借金などについてもその負担
の仕方などについて協議する必要があ
ります。婚姻期間中の夫婦の生活費の
ための債務は、夫婦の日常家事債務と
なる可能性が高く、その場合夫婦は連
帯債務者となります。そのため、相手
が支払えない場合には自分に請求が来
てしまうこともありえますので、しっ
かりと協議する必要があります。

なるほど ! くらしの法律相談【 第 172 回 】

今月の担当

阿野  洋志  弁護士
オホーツク枝幸ひまわり基金法律事務所

子育て支援センターだより

無料法律相談会　9月1日㈫　雄武町地域交流センター2階
（事前予約制）　予約受付：紋別ひまわり基金法律事務所　☎0158‐26‐2277
※今月の広報担当弁護士が、無料法律相談会を担当するとは限りません。

　雄武町にもやっと夏がやってきました！仲良し親子教室では、『水遊び』や暑
い日には冷た～い氷を触って涼しくなろうという企画の『感覚遊び』など、夏な
らではの遊びを用意しています。親子教室の会員ではない方も参加大歓迎です。
ぜひ一緒に夏を楽しみましょう。

スマホ以外の楽しみにたくさん出会おう
　近年の生活ではスマホは不可欠なものとなっており、現代の子どもたちは「デジタルネイティブ」と呼ばれ
ていたり、「動画を見せていればおとなしくしてくれて、家事や用事がはかどる」といった保護者の本音もあ
ります。まったく見せない、使用させないということも時代的に難しさを感じるので、どのように考えるのか
が重要になっていると思います。家庭でのルールを決めて時間を制限するなど、さまざまな対策をとっても守っ
てくれないことにイライラすることがあるのではないでしょうか。子どもの目線から考えると、スマホは魅力
的で楽しいものであり、それを中断されると怒りや悲しみといった感情へとつながるのでしょう。だからといっ
て子どもの望むまま制限なく使用させるのは望ましいことではありません。「禁止する」のではなく、「スマホ
以外の楽しみに出会う機会」をつくることが必要だと考えます。「特別なこと」である必要はなく、散歩に出
たり草花や虫を発見したり、日常生活の中で楽しさは溢れています。日常での小さな楽しい経験が子どもの五
感を刺激し、豊かな感性を育むことにつながります。「スマホ以外の時間を一緒に楽しむ」を心がけてみても
良いかもしれません。

子育て支援センター（若草保育所内）☎ 0158 ‐ 84 ‐ 4366


